
ワ
キ
　
太
宰
府
の
僧

ツ
レ
　
火
天

シ
テ
　
傅
大
士

地
は
　
京
都

季
は
　
雑

1

輪
蔵
　
　
観
世
弥
次
郎
作



東
に
残
る
法
の
道
。
〳
〵
。
迷
は
ぬ
教
へ
頼
ま
ん
。

是
は
筑
前
の
宰
府
に
居
住
の
僧
に
て
候
。
我
若
年
の
昔
よ

り
。
仏
法
修
行
の
志
浅
か
ら
ず
候
へ
ど
も
。
い
ま
だ
都
を

見
ず
候
ふ
程
に
。
洛
陽
の
寺
社
に
参
り
。
殊
に
は
北
野
の

天
満
天
神
は
。
当
社
御
一
体
の
御
事
な
れ
ば
。
参
詣
申
さ

ん
と
唯
今
思
ひ
立
ち
て
候
。

筑
紫
舟
。
法
の
為
め
に
と
思
ひ
立
つ
。
〳
〵
。
雲
路
に
つ
ゞ

く
天
の
原
。
出
づ
る
日
影
の
程
も
な
く
。
難
波
の
浦
に
着

「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

サ
シ

き
し
か
ば
。
是
よ
り
や
が
て
旅
衣
。
日
も
重
な
れ
ば
程
も

な
く
。
都
に
早
く
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
都
に
着
き
て
候
。
是
よ
り
北
野
に
参
ら

ば
や
と
思
ひ
候
。

有
難
や
釈
迦
一
代
の
蔵
経
を
。
大
唐
よ
り
も
渡
し
つ
ゝ
。

末
世
の
衆
生
済
度
の
為
め
に
。
輪
蔵
に
納
め
結
縁
の
。
手

に
触
れ
縁
を
結
ば
せ
ん
と
の
。
御
神
の
誓
ひ
ぞ
有
難
き
。

南
無
や
傅
大
士
普
建
普
成
。
現
受
無
比
楽
後
生
清
浄
土
。
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な
ふ
〳
〵
あ
れ
な
る
御
僧
。
御
身
は
筑
前
の
宰
府
よ
り
来

り
給
ひ
て
候
ふ
か
。

不
思
議
や
な
都
始
め
て
一
見
の
者
を
。
宰
府
の
者
と
は
何

と
て
見
知
り
給
ふ
ら
ん
。

あ
ら
愚
か
の
仰
せ
や
な
。
其
方
は
知
ろ
し
め
さ
れ
ず
と
も
。

我
は
朝
夕
白
雲
の
。
迷
は
ぬ
法
の
友
人
な
れ
ば
。
な
ど
か

は
知
ら
で
候
ふ
べ
き
。

是
は
不
思
議
の
御
事
か
な
。
さ
て
〳
〵
か
や
う
に
承
る
。

「「「「「「「「

火
天
詞

ワ
キ
詞

火
天

ワ
キ

火
天

ワ
キ

火
天

ワ
キ

御
身
は
如
何
な
る
人
や
ら
ん
。

今
は
何
を
か
包
む
べ
き
。
五
千
余
巻
の
御
経
を
。
昼
夜
に

守
護
し
奉
る
。
十
二
天
の
其
中
に
。
火
天
是
ま
で
来
り
た

り
。

そ
も
火
天
と
は
ま
の
あ
た
り
。
天
部
を
拝
み
申
す
事
よ
と
。

感
涙
肝
に
銘
じ
つ
ゝ
。
現
と
も
更
に
弁
へ
ず
。

此
方
も
御
身
の
貴
さ
に
。

随
喜
渇
仰
。
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さ
ま
〴
〵
に
。

説
き
置
き
し
。
御
法
の
花
も
色
々
に
。
〳
〵
。
教
へ
は
多

き
道
な
が
ら
。
悟
り
は
一
つ
ぞ
胸
の
月
。
曇
ら
じ
や
三
界
。

唯
一
心
の
外
な
ら
じ
。
所
は
北
の
宮
居
。
北
辰
は
動
か
ず
。

天
満
つ
星
の
め
ぐ
る
な
る
。
輪
蔵
を
ひ
ら
き
て
。
静
か
に

拝
み
給
へ
や
。

あ
ら
有
難
の
御
事
や
。
五
千
余
巻
の
御
経
を
。
一
夜
に
拝

ま
せ
お
は
し
ま
せ
。

「「「「「「「
火
天地

ワ
キ
詞

火
天
詞地

火
天
サ
シ地

五
千
余
巻
の
御
経
を
。
一
夜
に
御
僧
の
拝
ま
ん
と
は
。
お

ふ
け
な
き
御
事
な
れ
ど
も
さ
り
な
が
ら
。
御
身
父
母
の
胎

内
を
出
で
し
よ
り
此
方
。
五
戒
を
乱
さ
ず
慈
悲
を
起
し
。

仏
道
修
行
し
給
ふ
事
。

其
功
既
に
年
久
し
。

然
る
に
此
御
経
に
於
て
。
大
唐
よ
り
も
渡
さ
れ
し
。

傅
大
士
普
建
普
成
と
て
。
其
身
は
俗
体
な
り
と
い
へ
ど
も
。

此
三
人
の
如
何
な
れ
ば
。
彼
御
経
に
値
遇
の
縁
。
深
き
心
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の
隙
も
な
く
。
昼
夜
に
経
を
守
護
し
給
ふ
。

其
後
日
本
に
。
渡
り
し
法
の
舟
の
内
。
難
波
路
遥
か
に
漕

が
れ
来
し
。
心
筑
紫
の
果
よ
り
も
。
仏
法
東
漸
の
。
都

の
北
の
宮
寺
に
。

納
め
給
ひ
し
昔
よ
り
。

今
末
の
世
と
い
ひ
な
が
ら
。
類
ひ
稀
な
る
上
人
の
。
結
縁

の
利
益
仰
ぎ
つ
ゝ
。
衆
生
を
済
渡
し
給
へ
。
我
も
姿
を
改

め
て
。
必
ず
こ
ゝ
に
来
り
つ
ゝ
。
行
道
の
利
益
な
さ
ん
と
。

「「「「「「「
ク
セ

火
天地

ワ
キ地

シ
テ地

い
ふ
か
と
見
え
て
失
せ
に
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

月
は
隈
な
き
後
夜
の
鐘
。
声
澄
み
渡
る
折
節
に
。

不
思
議
や
異
香
薫
じ
つ
ゝ
。
音
楽
聞
え
紫
雲
た
な
び
く
絶

間
よ
り
。
花
降
り
下
る
ぞ
あ
ら
た
な
る
。
い
ひ
も
あ
へ
ね

ば
妙
経
の
。
〳
〵
。
守
護
神
の
御
厨
子
の
。
扉
は
忽
ち
四

方
へ
ひ
ら
け
て
。
傅
大
士
二
童
子
顕
は
れ
た
り
。

釈
迦
一
代
の
御
法
の
御
箱
。

釈
迦
一
代
の
御
法
の
御
箱
を
。
彼
上
人
に
悉
く
与
へ
ん
と
。
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普
建
普
成
の
二
童
子
に
持
た
せ
。
上
人
の
御
前
に
さ
し
置

き
給
へ
ば
。

傅
大
士
座
を
立
つ
て
。

傅
大
士
座
を
立
つ
て
。
竹
杖
に
す
が
り
。
膝
を
か
ゞ
め
て

上
人
を
礼
し
。
彼
御
経
を
読
誦
し
給
へ
ば
。
善
哉
な
れ
や

善
哉
な
れ
と
。
夜
遊
を
奏
し
て
舞
ひ
給
ふ
。

い
づ
れ
も
妙
な
る
舞
の
袖
。
〳
〵
。
月
も
照
り
添
ふ
雲
間

よ
り
。
天
部
の
姿
は
隠
れ
も
な
く
。
天
降
る
こ
そ
有
難
け

「「「「「
シ
テ地地

火
天地

れ
。

そ
も
〳
〵
是
は
。
釈
迦
一
代
の
蔵
経
の
守
護
神
。
十
二
天

の
其
内
に
。
火
天
の
姿
を
顕
は
す
な
り
。

火
天
忽
ち
天
降
り
。
〳
〵
。
程
な
く
目
前
に
顕
れ
出
で
ゝ
。

上
人
に
向
ひ
。
即
ち
結
縁
の
行
道
の
利
益
。
め
ぐ
ら
し
給

へ
と
。
各
立
ち
寄
り
上
人
を
誘
な
ひ
。
輪
蔵
に
御
手
を
か

け
ま
く
も
。
か
た
じ
け
な
し
と
互
に
お
し
め
ぐ
り
。
め
ぐ

り
め
ぐ
る
や
日
月
の
光
り
。
曇
ら
ぬ
御
法
の
あ
ら
た
さ
よ
。
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是
は
こ
れ
妙
経
の
守
護
神
な
れ
ば
。

是
は
こ
れ
妙
経
の
守
護
神
な
れ
ば
。
夜
の
間
に
転
経
の
儀

式
を
顕
は
し
。
上
人
悉
く
披
見
の
其
後
。
各
御
箱
を
と
り

〴
〵
に
。
遥
の
神
前
に
運
び
給
ふ
。
傅
大
士
伴
な
ひ
神
前

に
積
み
置
き
。
い
よ
〳
〵
当
社
当
寺
の
仏
法
。
繁
昌
の
霊

地
を
崇
め
給
へ
と
。
上
人
に
教
へ
。
天
部
は
雲
井
に
上
ら

せ
給
へ
ば
。
七
宝
荘
厳
の
瑠
璃
の
座
の
上
に
。
傅
大
士
二

人
の
童
子
を
伴
な
ひ
。
〳
〵
。
帰
り
給
ふ
ぞ
有
難
き
。

「「
火
天地
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